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だより

２３年度を振り返り、そして

「２４年度に向けて」のご挨拶

今年度も残すところ僅かとなりました。23年度を振り返ってみますと東日本大震

災の悲しい事態からの復興、放射能汚染対策、電力不足の対応などなど、どれをと
っても身近なところからできることを自ら取り組むことが試される年だったと感じ
ます。今やれること、将来に向けて備え築いておくこと、大切な人を感じ、共感し
合えたところから一歩踏み出す勇気がためされてきた年度だったと思います。

一人ひとりの行動が未来につながることを日々感じる中で、障害者雇用支援事業
団では、来年度から強化する事業の準備を進めていますので、そのいくつかをお伝
えします。

一つは、精神障害、発達障害のある方で就労を希望する方への職業準備訓練内容

お知らせ

24年度の新事業の詳細については、

あらためて新年度のワークサポート
杉並だよりの中でお伝えします。

一つは、精神障害、発達障害のある方で就労を希望する方への職業準備訓練内容
充実のための準備をしていることです。二つ目には、障害のある方が雇用のことを
知る機会や就職の動機を高める機会、あるいは一般企業が求めるものを実体験する
機会などの実践的な企業実習を創る準備です。三つ目には、就職を目指す障害のあ
る方が雇用に向けて事前に、どのくらいの力や適性があるかを確認する機会（職業
評価）を身近な地域で受けられるようにする準備です。そして最後の四つ目は、就
職した障害のある方と雇用先の同僚・上司とが仕事を通して付き合える関係が続く
ための支援体制の工夫です。

これらの新たな取り組みをこれまでの事業に絡め、来年度からは、杉並区から受
託する「区市町村障害者就労支援事業」と障害者自立支援法に基づく「就労移行支
援事業」の二つの事業に移行します。前者の事業は現在の個別相談部門としての機
能をもち、名称は杉並区障害者雇用支援事業団（ワークサポート杉並）です。後者
は今の訓練部門の機能を充実し、名称は杉並区障害者雇用支援センターです。長年
呼びなれた名称を残し、地域の障害者やその家族の方に、また、地域の事業者の方
に障害者雇用がより身近になるように、そして、障害のある方の自立のための一つ
の道づくりとなるように、確かな一歩をつくっていきたいと考えています。今後と
もご利用とご協力をいただけますようよろしくお願いいたします。

（事務局次長 望月俊彦）



23年度賛助会費・ご寄附

障害者自立生活表彰
おめでとうございます

平成23年12月4日（日）、セシオン杉並において今年の障害者（自
立・支援）表彰が行われ、総勢9名の方が表彰を受けられました。

この表彰は、永年勤続され自立を果たされている方（自立生活者
表彰6名）と、地域において自立の支援に功績のあった方（自立支援
功労者3名）に贈られたものです。

その自立生活表彰者に、ワークサポート杉並が支援をしている若
林一茂さんが選ばれました。

若林さんは中学卒業後、ハム工場に23年間勤務し、退職後に約1年
ワークサポート杉並で訓練を受け、ハローワーク新宿でのチャレン
ジ雇用（約2年間）を経て、現職の武蔵野赤十字病院に勤務され3年
が経ちました。勤務年数は合計28年間に及び、その永年勤続が認め

られ今回の表彰を受けることになりました。現在、若林さんは職場
の皆様から貴重な存在と評価をいただき頑張っていらっしゃいます。

こらからも若林さんが安定した職業生活を継続されるようワーク
サポート杉並としても支援をしていきたいと思います。

表彰式の様子

会場での記念撮影

写真については、ご本人の
了解を得て掲載しています。

・就職しました（１２月・１月）

□ 事務・受付 ２名 □ 食器洗浄 １名
□ 清 掃 １名 □ 軽 作 業 １名
□ 郵便物等仕分け ２名

23年度賛助会費・ご寄附
ありがとうございました

♢ 志賀 真弓 様 １口

♢ 入江 詮吉 様 １０口

♢ 佐藤 孝子 様 ５口

♢ 伊藤 洋史 様 ３口

♢ 宮崎 雄文 様 ２口

♢ 宗教法人法照寺 様 １０口

♦ 遠藤 努 様 5,000円

♦ (有)ｴﾑ・ｴｰ・ｼﾞｰ 様 10,000円

（順不同）

「6・1報告」とは

厚生労働省では、障害者雇用促
進法に基づいて、身体障害者、知
的障害者の雇用義務がある事業主
などから、毎年6月1日現在の身体

障害者、知的障害者及び精神障害
者の雇用状況について報告を求め
ることになっています。この日付
にちなんで標記のように呼ばれて
います。

[東京障害者職業センターＨＰ
より一部抜粋]


